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◇男女平等参画都市宣言�
◇非核平和都市宣言�
◇青少年健全育成都市宣言�
◇交通安全都市宣言�

市の宣言�

　

市
で
は
、
２
０
０
４
年
度
か
ら
の
新
た
な
基
本
構
想
・
基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、
２
０
０
２
年　

月
に
「
町
田
市
長
期
計
画

１０

審
議
会
」
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
昨
年　

月
に
基
本
構
想
案
を
市
長
に
答
申
し
、

１１

引
き
続
き
基
本
計
画
（
案
）
の
検
討
を
重
ね
、
こ
の
た
び
そ
の
素

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
は
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

本
年
度
中
に
基
本
計
画
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
町
田
市
長
期
計
画

（
基
本
構
想
・
基
本
計
画
）
と
し
て
公
表
す
る
予
定
で
す
。

□問
 

政
策
審
議
室
11
７
２
４
・
２
５
０
３

　

基
本
構
想
に
掲
げ
た
都
市
像
を
実
現

す
る
た
め
、
基
本
的
な
目
標
を
定
め
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
市
政
運

営
の
指
針
と
す
る
も
の
で
、
市
の
最
上

位
の
計
画
で
す
。

　

基
本
計
画
は
、
基
本
目
標
、
重
点
目

標
、
個
別
目
標
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

■ 

基
本
目
標

　

基
本
構
想
に
掲
げ
た
都
市
像
の
実
現

に
向
け
、
達
成
す
べ
き
状
態
を
目
標
と

し
て
示
す
も
の
で
す
。

■ 

重
点
目
標

　

基
本
目
標
の
達
成
の
た
め
に
、
達
成

す
べ
き
状
態
を
目
標
と
し
て
示
す
も
の

で
す
。
全
て
の
重
点
目
標
を
達
成
す
る

と
、
上
位
目
標
で
あ
る
基
本
目
標
が
達

成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■ 

個
別
目
標

　

重
点
目
標
の
達
成
の
た
め
に
、
達
成

す
べ
き
状
態
を
目
標
と
し
て
示
す
も
の

で
す
。
全
て
の
個
別
目
標
を
達
成
す
る

と
、
上
位
目
標
で
あ
る
重
点
目
標
が
達

成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
目
標
に
は
、
目
標
が
ど

の
程
度
達
成
さ
れ
た
か
を
示
す
成
果
指

標
を
あ
わ
せ
て
明
示
し
、
評
価
の
基
準

と
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
個
人
の
自
主
性
と
選

択
に
よ
る
開
か
れ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
創
設
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
地

域
ど
う
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ど
う
し
の

連
携
を
深
め
、
地
域
の
課
題
や
そ
の
対

応
に
地
域
で
取
り
組
む
仕
組
み
を
つ
く

り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
は
地
域
の
視
点

か
ら
行
政
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、

地
域
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
成
を
支
援
し
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
新
た
な
経
済
・
社
会
の
担
い
手

と
な
る
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し

て
、
生
活
者
が
自
ら
求
め
る
サ
ー
ビ
ス

を
供
給
主
体
を
意
識
せ
ず
に
選
択
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
に
お
け
る
住
み
や
す
さ

と
し
て
、
安
心
、
安
全
の
確
保
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
の
安
心
に
つ
な

が
る
制
度
の
充
実
や
様
々
な
機
関
と
の

連
携
な
ど
、
創
意
と
工
夫
に
よ
る
安
全

な
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
個
性
と
特
色
を
生
か
し
た

都
市
間
連
携
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
域

を
意
識
せ
ず
に
生
活
で
き
る
都
市
を
実

現
し
ま
す
。

　

計
画
案
の
全
容
は
、
次
の
方
法
に
よ

り
公
開
し
ま
す
。

●
計
画
冊
子
を
政
策
審
議
室
、
市
民
相

談
室
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ
、
各
市
立

図
書
館
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
頒
布

●
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

　

基
本
目
標
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　

重
点
目
標
・
個
別
目
標
等
の
詳
細
は

計
画
（
案
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
都
市
間
の
競
争
が
強

ま
り
、
都
市
が
選
ば
れ
る
時
代
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
選
ば
れ
る
都
市
で

あ
る
た
め
に
は
、
住
み
や
す
さ
、
生
活

の
し
や
す
さ
と
い
っ
た
基
本
的
な
条
件

と
と
も
に
、
そ
の
都
市
独
自
の
魅
力
や

特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

そ
こ
で
、
町
田
市
は
、
都
市
像
「
人

が
集
ま
り
、
豊
か
に
す
ご
せ
る
魅
力
あ

る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
人
々
か
ら

「
住
み
た
い
、
過
ご
し
た
い
」
と
望
ま

れ
る
ま
ち
、
ま
た
、
市
民
の
誰
も
が

「
誇
れ
る
」
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
町
田
市
の
歴
史
・
風

土
や
都
市
機
能
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
都
市
の
魅
力
を
高
め
る
と

と
も
に
そ
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信

し
、
多
く
の
人
に
選
ば
れ
る
都
市
と
な

町
田
市
基
本
計
画

町
田
市
基
本
計
画
（
案
）

（
案
）
の�

　
　
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す�

町
田
市
基
本
計
画

町
田
市
基
本
計
画
（
案
）

（
案
）
の�

　
　
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す�

町
田
市
基
本
計
画
（
案
）
の�

　
　
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す�

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す�

基
本
計
画
と
は

基
本
計
画
の
構
成

基
本
計
画
の
内
容

　

こ
れ
か
ら
は
中
高
年
を
中
心
に
、
地

域
を
ベ
ー
ス
に
生
活
を
す
る
人
が
増
え

て
い
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
、
生
活

の
基
盤
で
あ
る
地
域
を
基
本
に
つ
く
る

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
地
域
課

題
や
社
会
サ
ー
ビ
ス
需
要
へ
の
対
応
を

行
政
だ
け
で
行
っ
て
い
く
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
今
後
は
、
多
様
な
主
体
が
、

協
力
・
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
一
層
求
め
ら
れ

て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
田
市
は
、
都
市
像
「
人

と
地
域
が
主
体
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
し
て
広
が
り
、
そ
れ
が
地
域
や

社
会
を
支
え
、
育
て
て
い
く
都
市
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

社
会
に
お
け
る
創
造
の
原
動
力
は

「
人
」
で
す
。
誰
も
が
、
地
域
や
社
会

で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
、
自
己
実

現
で
き
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
地
域
の

人
々
の
役
に
立
ち
、
新
し
い
社
会
的
な

価
値
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
き

わ
め
て
重
要
で
す
。

　

町
田
市
は
、
す
べ
て
の
人
が
地
域
や

社
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
開
き
、

能
力
を
生
か
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
地
域

や
社
会
の
中
で
自
分
の
生
き
が
い
を
見

出
し
、
充
実
感
を
持
っ
て
活
動
し
て
い

る
状
態
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
知
識
・
情
報
が
重
視
さ
れ
る

今
後
の
社
会
に
向
け
、
生
涯
学
習
や

計
画
案
の
公
開

計
画
案
へ
の
意
見
募
集

　

計
画
案
へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
の
概
要
、

計
画
ヘ
の
反
映
及
び
ご
意
見
等
に
対
す

る
市
の
考
え
方
は
、
町
田
市
長
期
計
画

策
定
後
に
公
表
い
た
し
ま
す
。

意
見
募
集
期
間

　

２
０
０
４
年
２
月　

日
（
火
）
ま
で

１０

ご
意
見
の
提
出
方
法

●
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
長
期
計
画

へ
の
意
見
募
集
用
電
子
メ
ー
ル
で

●
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
送
付
（
6
７
２
４
・

１
１
６
３
）
で

●
郵
送
（
〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１

１９４

－

　

－

　

、
政
策
審
議
室
）
で

２０

２３

●
直
接
政
策
審
議
室
窓
口
に

※
案
件
名
と
し
て
「
町
田
市
基
本
計
画

案
に
つ
い
て
」
と
ご
記
入
下
さ
い
。
特

定
の
書
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
所
・
氏

名
等
の
記
入
も
任
意
で
す
。

　

１
月
１
日
付
け
で
次
の
と
お
り
市
の

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
（
部
長
級
、

カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）
。

　

都
市
緑
政
部
参
与
（
都
市
緑
政
部

長
）
新
倉
孝
一
▽
下
水
道
部
参
与
（
下

水
道
部
長
）
清
水
稔
▽
教
育
委
員
会
学

校
教
育
部
参
与
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
部
長
）
齋
藤
輝
彦
▽
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
部
参
与
兼
博
物
館
事
務
長
（
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
部
長
兼
博
物
館
事

務
長
）
黒
坂
昌
範
▽
健
康
福
祉
部
次
長

兼
保
健
介
護
推
進
担
当
部
長
兼
高
齢
者

福
祉
課
長
（
健
康
福
祉
部
保
健
介
護
推

進
担
当
部
長
兼
高
齢
者
介
護
課
長
）
鈴

木
正
▽
都
市
緑
政
部
長
兼
都
市
計
画
課

長
（
都
市
緑
政
部
参
事
兼
都
市
計
画
課

長
）
神
蔵
孝
司
▽
下
水
道
部
長
兼
下
水

道
総
務
課
長
（
下
水
道
部
次
長
兼
下
水

道
総
務
課
長
）
中
島
裕
次
▽
教
育
委
員

会
学
校
教
育
部
長
兼
学
務
課
長
（
教
育

委
員
会
学
校
教
育
部
参
事
兼
学
務
課

長
）
寺
内
恵
一
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
部
長
兼
公
民
館
長
（
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
部
参
事
兼
公
民
館
長
）
五
十
嵐

隆

注
意
事
項

見
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

※
ご
意
見
へ
の
個
別
の
回
答
は
行
い
ま

せ
ん
。

※
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
、
特
定
の

団
体
・
個
人
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
が

含
ま
れ
る
も
の
は
無
効
と
し
ま
す
。

※
公
表
の
際
は
、
個
人
を
特
定
で
き
る

部
分
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

　

町
田
市
長
期
計
画
審
議
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
政
策
審
議

室
（
11
７
２
４
・
２
５
０
３
）
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

○
日
時　

２
月
２
日
（
月
）
午
後
６
時

　

分
か
ら

３０○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
大
）

○
議
題　

基
本
計
画
案
に
つ
い
て

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

　

計
画
案
の
説
明
と
参
加
者
の
ご
意
見

を
う
か
が
う
た
め
、
公
聴
会
を
行
い
ま

す
。
公
聴
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
意
見
募
集
と
同
様
に
扱
い
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

１
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

２４

　

分
〜
５
時

３０○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
２
階
会

議
室
（
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）

人のつながりが広がるまちをつくる�基本目標Ⅰ�

多様な世代が交流できる地域コミュニティを創設する�個別目標（１）�
地域が主体となって地域の行政課題を解決できる環境をつくる�個別目標（２）�

自立と選択に基づく開かれた地域コミュニティを創出する�重点目標１�

住みたいまち、過ごしたいまち、誰もが誇れるまちをつくる�基本目標Ⅱ�

長い時間を楽しめる中心市街地の回遊空間をつくる�個別目標（１）�
歴史や文化に触れ、季節を感じ、安らげる回遊空間をつくる�個別目標（２）�
つくり、育て、みのりを実感できる緑の環境をつくる�個別目標（３）�

“町田らしさ”が感じられるまちをつくる�重点目標１�

活躍する人が育つまちをつくる�基本目標Ⅲ�

充実した時間を過ごせる機会を増やす�個別目標（１）�
地域や社会で活動できる機会を増やす�個別目標（２）�

誰もが地域や社会で輝ける環境をつくる�重点目標１�

意欲や能力のある人の起業を促進する�個別目標（１）�
知識型社会に対応するための生涯学習を活発にする�個別目標（２）�

知識や能力を生かし、社会をリードできる人を育てる�重点目標２�

子どもが健やかに育つ環境をつくる�個別目標（１）�
子どもが様々な体験ができる機会を増やす�個別目標（２）�
知識社会に対応できる教育を行う�個別目標（３）�

次世代の社会を担う人を育てる�重点目標３�

暮らしの快適性を高める�個別目標（１）�
交通の利便性・機能を高める�個別目標（２）�
環境負荷の低減を進める�個別目標（３）�

良好な住環境を支える都市機能を充実させる�重点目標２�

日常の生活の安全性を高める�個別目標（１）�
非常時に備える�個別目標（２）�
一人ひとりの健康づくりを促進する�個別目標（３）�
人が人らしく生きるための支えをつくる�個別目標（４）�

生活の質を高める�重点目標３�

都市間のサービスの相互連携を確立する�個別目標（１）�
都市間の市民・文化交流を促進する�個別目標（２）�

市域を意識しない生活を実現する�重点目標４�

テーマコミュニティが活動しやすい環境をつくる�個別目標（１）�
生活者が質の高い社会サービスを選択できる環境をつくる�個別目標（２）�

社会サービスの担い手となる�
　テーマコミュニティが活性化できる環境をつくる�重点目標２�

基本計画（案）の目標体系図

起
業
を
志
す
人
を
応
援

す
る
な
ど
、
社
会
を

リ
ー
ド
す
る
力
を
持
っ

た
人
が
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
ら

れ
る
社
会
を
構
築
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
ち
、
社
会

性
や
協
調
性
を
備
え
、

新
し
い
社
会
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
知
識
や
力

を
身
に
つ
け
て
い
け
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

人人
事事
異異
動動

基
本
目
標
Ⅰ

人
の
つ
な
が
り
が
広
が
る
ま

ち
を
つ
く
る

基
本
目
標
Ⅱ

住
み
た
い
ま
ち
、
過
ご
し
た

い
ま
ち
、
誰
も
が
誇
れ
る
ま

ち
を
つ
く
る

基
本
目
標
Ⅲ

活
躍
す
る
人
が
育
つ
ま
ち
を

つ
く
る

※
電
話
・
窓
口
で
の
口
頭
に
よ
る
ご
意

審

議

会

の

開

催

公

聴

会

の

開

催


